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１. 分科会の目的

00年 生鮮品の原産地表示義務化

01年4月 遺伝子組み換え食品の安全性審査と表示の義務化

有機農産物表示条件を規定、第三者認証機関の認証義務付け

02年4月 食品ｱﾚﾙｷﾞｰ物質を含む食品の表示義務化

06年5月 残留農薬のﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾘｽﾄ制度導入

＜参考＞ ●世の中の動き

（主な食の安全・安心に関する規制強化の流れ）

◆「買ってはいけない」「食べるな！危険」などの出版物や、イン
ターネットの普及などにより、食品に関する誤った情報が流出して
いる。

「ヒーブ協議会として、メーカーとして、誤情報に対して何か対策を
うてないか？」との議論に向け、まずは現状把握を行う。

※今回は、出版物で多く取上げられている、「食品添加物」、「残留農薬」を中心
に議論することとした。
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２. 企業の表示・取組み例【味の素ｸﾞﾙｰﾌﾟ様】

●取組み例 （ 味の素(株)・味の素冷凍食品(株) 様 ）

◇“親切表示”という社内ルールにより、積極的に商品情報を開示している。

◇親切表示により、問合せは減少。表示に対する苦情などは特にない。

味の素冷凍食品(株)では、消費者に安心感を与える商品情報を、“親切表示”（社内
ルール）として、2003年頃から表示している。

●添加物等 商品情報の表示について ＜味の素冷凍食品(株) ＞
・お客様や、商品開発段階でモニターから問合せのある質問を検討し、表示している。
・お客様が求めていると推測される情報を優先的に表示している。商品によって表示内容は違う。
・親切表示した内容については、問合せが減少した。

●原材料 配合割合表示について ＜味の素冷凍食品(株) ＞
・例えば「えびグラタン」では、えび6.3％と表示しているが、お客様に安心できる情報を与えてい

るという認識のもと表示している。それに対する苦情などはない。

●アレルゲン表示について ＜味の素冷凍食品(株) ＞
・食品衛生法の記載以外にも、２５品目を表にして一目でわかるように記載している。
・工場名も、工場記号ではなく、工場名で記載している。
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【表示例】

【表】 拡大

【裏】

拡大
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３. 生活者からの問合せ内容・件数

◇「農薬」「食品添加物」「原産地」など問合せがあれば、口頭にてご案内。

◇全問合せに対する質問比率は低いが、増加傾向か？

＜対応内容＞
●農薬について

・法に基づいたものを使用・管理していることを口頭で回答。⇒殆ど、納得いただける。

●食品添加物について
・使用目的・由来、安全性について口頭で回答。⇒殆ど、納得いただける。

●ＨＰ上で公開
・全商品の「原材料名表示」「アレルギー特定原材料の使用有無」「栄養成分表示」を公開。
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●問合せ件数・対応例 （Ａ社清涼飲料水メーカー）

0.18％3220122005年度

0.10％181082004年度

0.36％7656202006年度

全問合件数内
における比率

合計添加物関連農薬関連 ・中国産茶葉の残留農薬は大
丈夫？

・まる搾り製法だけど、農薬
は？

・農薬、防腐剤、添加物は使用
しているか？ など

※2006年度については9月まで現在



◆各社とも、「食品添加物」「残留農薬」に関する問い合わせ
件数は、全体の３％未満（０．０１％～２．９％）「※4社の問合せ数字」

と少ない。ただし、ここ２、３年の傾向は、増加傾向にはある。
◆生活者はまわりの噂やマスコミによる情報のキーワードを
拾って不安に思って問い合わせしているようである。
◆各メーカーとも、安全性についての説明を口頭ですると

生活者は安心する傾向がある。

◆現在、各メーカーとも、表示の限度もあり、悩ましいところでも
あるが、生活者の不安を払拭すべく、企業の情報発信を含めた
啓蒙活動をどのようにしていくかが課題である。
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４. 各メーカーの取組み・対応方法 まとめ



５. 食に対する生活者の認識・実像

◇調査の目的；生活者の食品に対する意識・表示に関する知識などを確認し、
生活者像を把握する。

◇調査方法；自記入式

◇実施時期；2006年12月中旬～2007年1月中旬

◇実施対象者；日本ﾋｰﾌﾞ協議会会員59名、友人・知人の女性143名 計202名

●「食に関するアンケート」調査概要

年代別

22

50代

202737829
合計40代30代20代

業種別

10399

食品会社以外食品会社勤務

未既婚

10299
既婚未婚
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５－①. 食に対する生活者の認識・実像

日常の食生活での留意点

□食生活で一番意識しているのは栄養のバランス。続いて、野菜の摂取量、摂取カロリー
□原料の原産地を、約２割が意識していると回答。
□属性５０歳以上では、５割が摂取カロリーを意識すると回答した。

0 ％　　　20 ％　　40 ％　　60 ％　　80 ％　　100 ％　

83 ％

63 ％

39 ％

20 ％

19 ％

16 ％

9 ％

7 ％

7 ％

6 ％

栄養のバランス

野菜の摂取量

摂取カロリー

食事を取る時間

原料の原産地

脂肪分（油分）の摂取量

塩分の摂取量

食品添加物の種類

食品添加物の量

炭水化物の摂取量

意識の高い順に３位まで選択

1位 2位 3位

食に関するアンケート n=202
2006年12月～2007年1月実施
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青果・精肉・鮮魚の購入重視点

68 ％

3 ％

9 ％

13 ％

1 ％

1 ％

1 ％

17 ％

23 ％

25 ％

17 ％

5 ％

1 ％

1 ％

4 ％

35 ％

13 ％

8 ％

5 ％

9 ％

7 ％

0 ％　　20 ％　　40 ％　　60 ％　　80 ％　　100 ％　

鮮度（生鮮食品）

価格

国産であること

賞味/消費期限

内容量

おいしいと感じた経験

色々な料理に使いやすい

構成比

日配品の購入重視点

62 ％

7 ％

8 ％

5 ％

11 ％

2 ％

2 ％

0 ％

15 ％

23 ％

17 ％

17 ％

6 ％

8 ％

3 ％

3 ％

8 ％

19 ％

18 ％

10 ％

3 ％

9 ％

6 ％

6 ％

0 ％　　　20 ％　　40 ％　　60 ％　　80 ％　　 100 ％　

賞味/消費期限

価格

おいしいと感じた経験

食品添加物の有無

鮮度（生鮮食品）

企業／ブランド

国産であること

内容量

構成比

加工食品の購入重視点

10 ％

19 ％

20 ％

7 ％

9 ％

11 ％

6 ％

3 ％

3 ％

0 ％

0 ％

2 ％

19 ％

14 ％

5 ％

10 ％

9 ％

5 ％

10 ％

4 ％

3 ％

4 ％

3 ％

2 ％

19 ％

11 ％

5 ％

12 ％

5 ％

5 ％

5 ％

5 ％

2 ％

5 ％

4 ％

3 ％

0 ％　　10 ％　20 ％　30 ％　40 ％　50 ％　60 ％　

価格

おいしいと感じた経験

賞味/消費期限

買いだめしても長期保管が可能

調理時間、手間省略等の利便性

食品添加物の有無

企業／ブランド

テレビCM等ﾏｽｺﾐによる認知品

国産であること

色々な料理に使いやすい

表示がわかりやすいもの

カロリー

構成比

１位 2位 3位

５－②. 食に対する生活者の認識・実像 食に関するアンケート n=202
2006年12月～2007年1月実施

食品購入の際の重視点にみる消費者の意識

□生鮮は鮮度。日配品は賞味/消費期限。加工食品では、価格、美味しいと
感じた経験。共通点は、価格。



５－③. 食に対する生活者の認識・実像

テレビの情報番組

雑誌や出版物 

新聞 

商品の包装容器等の表示

商品CM

友人・知人等からの口コミ

インターネット

著名人の発言や発表

学校など教育現場からの知識

国民生活ｾﾝﾀｰなど行政機関からの情報

厚労省・農水省などの発令やHP情報

企業に問い合わせる

企業を信じているので情報は入手しない

その他

78％

68％

51％

70％

63％

62％

51％

13％

10％

8％

8％

2％

1％

2％

食に関するアンケート n=202
2006年12月～2007年1月実施

食に関する情報の入手源

企業発信
２７％

マスコミ
４０％

お客様主動
２３％

その他９％

□情報源として、マスコミの力は大きく、全回答の４割を占めた。
□「商品の包材容器等の表示」を選択した回答者は７割。
□表示がお客様と企業のコミュニケーションの手段として有効であることが示された。

n=202（複数回答可） 有効回答数986
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見る　 時々見る　 あまり見ない 見ない
製品名 85 ％　　　 5 ％　　　 9 ％　　　 -
企業/ブランド 81 ％　　　 17 ％　　　 1 ％　　　 -
原材料名 51 ％　　　 40 ％　　　 9 ％　　　 -
原材料の産地 48 ％　　　 28 ％　　　 20 ％　　　 4 ％　　　
食品添加物 40 ％　　　 32 ％　　　 27 ％　　　 1 ％　　　
アレルギー表示 13 ％　　　 13 ％　　　 49 ％　　　 24 ％　　　
カロリー表示 28 ％　　　 45 ％　　　 19 ％　　　 8 ％　　　
賞味/消費期限 95 ％　　　 5 ％　　　 - -
保存方法 39 ％　　　 37 ％　　　 20 ％　　　 4 ％　　　
内容量 31 ％　　　 41 ％　　　 25 ％　　　 3 ％　　　
栄養成分 16 ％　　　 55 ％　　　 21 ％　　　 8 ％　　　
遺伝子組み換え食品使用の有無 31 ％　　　 31 ％　　　 24 ％　　　 15 ％　　　
成分の機能性 15 ％　　　 36 ％　　　 39 ％　　　 11 ％　　　
産地 51 ％　　　 32 ％　　　 13 ％　　　 4 ％　　　
加工地 43 ％　　　 23 ％　　　 27 ％　　　 8 ％　　　
栽培・飼育・漁獲方法 19 ％　　　 35 ％　　　 33 ％　　　 13 ％　　　

- - - -

５－④. 食に対する生活者の認識・実像 食に関するアンケート n=202
2006年12月～2007年1月実施

□年代・未婚・既婚に関わらず非常に高い。
□特に賞味/消費期限についての意識度は100％。企業/ブランド、製品名、原材料名
も90％以上が表示を意識している。
◇逆にアレルギー表示の関心度が全世代において低い。アレルギー体質の持ち主か否
かで意識の度合いに開きがあると思われる。

意識度高

意識度低い傾向あり

包装容器の表示に対する意識
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５－⑤. 食に対する生活者の認識・実像 食に関するアンケート n=202
2006年12月～2007年1月実施

□全項目において「表示のみで信頼している」及び「企業によっては信頼している」に対し
て高い数値が得られた。
◇成分の機能性や産地は2-4の意識度の低さに比例して信頼性も若干低かった。
□食品会社勤務の人はそれ以外の人に比べて全ての項目において信頼度はかなり高い。

信頼できる 企業によって
は信頼できる

商品によって
は信頼できる

信頼できない

製品名 51 ％　　　 35 ％　　　 15 ％　　　 -
企業/ブランド 47 ％　　　 41 ％　　　 12 ％　　　 -
原材料名 37 ％　　　 49 ％　　　 12 ％　　　 1 ％　　　
原材料の産地 23 ％　　　 55 ％　　　 17 ％　　　 5 ％　　　
食品添加物 31 ％　　　 48 ％　　　 16 ％　　　 5 ％　　　
アレルギー表示 41 ％　　　 44 ％　　　 8 ％　　　 7 ％　　　
カロリー表示 45 ％　　　 35 ％　　　 13 ％　　　 7 ％　　　
賞味/消費期限 52 ％　　　 35 ％　　　 11 ％　　　 3 ％　　　
保存方法 67 ％　　　 21 ％　　　 12 ％　　　 -
内容量 69 ％　　　 20 ％　　　 9 ％　　　 1 ％　　　
栄養成分 45 ％　　　 36 ％　　　 17 ％　　　 1 ％　　　
遺伝子組み換え食品使用の有無 28 ％　　　 50 ％　　　 12 ％　　　 9 ％　　　
成分の機能性 20 ％　　　 49 ％　　　 24 ％　　　 7 ％　　　
産地 20 ％　　　 52 ％　　　 20 ％　　　 8 ％　　　
加工地 23 ％　　　 53 ％　　　 17 ％　　　 7 ％　　　
その他 13 ％　　　 55 ％　　　 23 ％　　　 9 ％　　　

- - - -

47 ％

37 ％

31 ％

41 ％

45 ％

52 ％

33 ％

31 ％

18 ％

23 ％

33 ％

36 ％

企業/ブランド

原材料名

食品添加物

アレルギー表示

カロリー表示

賞味/消費期限

食品会社勤務 食品会社以外

食品会社勤務の人は
表示の信頼度が高い

回答者の属性：食品会社勤務ｎ=99
食品会社危害勤務者ｎ=103

包装容器の表示の信頼度
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５－⑥. 食に対する生活者の認識・実像

包装容器の表示の満足度

□全項目において、「満足」「ほぼ満足」が半数以上を越えた。
□「内容量」「保存方法」「賞味/消費期限」「原材料名」については高い満足度である。
□しかし、「食品添加物」「原料原産地」については改善を求める声もある。

食に関するアンケート n=202
2006年12月～2007年1月実施

50 ％

47 ％

61 ％

50 ％

45 ％

46 ％

44 ％

50 ％

49 ％

58 ％

53 ％

48 ％

50 ％

39 ％

16 ％

7 ％

11 ％

6 ％

9 ％

14 ％

19 ％

27 ％

23 ％

31 ％

14 ％

15 ％

15 ％

8 ％

-60 -40 -20 0 20 40 60 80 100

字の大きさ

商品特長説明

原材料名

原材料の産地

食品添加物

アレルギー表示

カロリー表示

賞味/消費期限

保存方法

内容量

栄養成分

企業の問合先

ＰＬ表示

その他

3.やや不満 4. 不満 2. ほぼ満足 1. 満足 ％

有功回答数 n=74

18



５－⑦. 食に対する生活者の認識・実像

今後求める「表示・情報」に対する要望

□「産地表示」に関する要望が一番多く、「加工食品の原産地表示」などとともに、
わかりやすい表示が求められている。
□次に「調理法やおいしさに関する情報」が多く、「食品添加物」情報より、実用性のある

情報を求めている。

食に関するアンケート n=202
2006年12月～2007年1月実施

カロリー表示に
関する記入

11%

文字の大きさ、
視覚的なわかり

やすさ
7%

その他
16%

農薬に関する

記入

4%

原材料・添加
物に関する記入

5%

調理法やおいし
さの情報に関す

る記入
21%

鮮度・開封後賞
味期限などに関

する記入
12%

産地表示に関

する記入

24%

有功回答数 n=166

◆要望の具体的な内容

【産地表示 に関する要望】

・生産地と加工地両方表示

・加工食品の原材料原産地表示

・統一してほしい

【農薬 に関する要望】

・残留農薬の薬品名・数値表示

・果物などの残留農薬値表示

【原材料・添加物 に関する要望】

・食品添加物の量・名称表示

・ｱﾚﾙｷﾞｰ表示をみやすく表示

【調理法などに関する要望】

・おすすめの調理方法

・料理ﾚｼﾋﾟ・ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

原料関連
３３％
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５－⑧. 食に対する生活者の認識・実像

□「商品を買わない」との回答が６割となり、生活者の沈黙の攻撃がわかる。
□また「インターネットで独自に調べる」も２割を占め、年齢が低いほど、比率が高まる。
□逆に、年齢が高いほど、「企業に申し出る」の比率が高まる。

食に関するアンケート n=202
2006年12月～2007年1月実施

61 ％

20 ％

11 ％

1 ％

0 ％

5 ％

0 ％　　　 20 ％　　　 40 ％　　　 60 ％　　　 80 ％　　　

商品を買わない

インターネットで独自に調べる

企業のお客様相談室（センター）へ申し出る

国民生活センターなど行政機関に申し出る

新聞社・テレビ局などマスコミ関連に申し出る

その他

表示を不十分であると感じた時の対応
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５－⑨. 食に対する生活者の認識・実像 調査まとめ

◆食生活で一番意識していることは、「バランスのいい食事」。

◆「食品添加物」「残留農薬」に対する関心は低い。

◆食に関する情報源は、「マスコミ」「企業発信」である。

◆企業発信の一つである包装表示は、高い関心をもたれており、
信頼度も高く、ほぼ満足とされている。

◆包装表示について、さらに望むことは、「原料の原産地」。

◆表示が不十分の際は、「商品を買わない」が６割である。
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６. 考察と今後に向けての課題

調査を行い、
「原産地表示」を求める声が高いことからも、
「食品添加物」「残留農薬」に対し、メーカーと生活者
間で認識の違い（ズレ）があるかもしれない。
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＜考察＞

＜課題＞

自分の力で解決できる生活者（＝リテラシー）を
育成するために、どのような方法で
情報を発信すれば、ズレが埋まるかを、
今後検討していく必要がある。


